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第２章.秋田県の一般概況

１.地勢

本県は、東京のほぼ真北約４５０ｋｍの日本海沿岸にあって、面積１１，６３７．５２ｋｍ２（全

国６位）、１３市９町３村に区画されています。

周囲は奥羽山脈を隔てて東は岩手県に、南は山形県、宮城県の両県と隣接し、北は本州最北端青

森県と十和田湖を分け、西は日本海に面しています。

東の県境の奥羽山脈に沿って那須火山帯が縦走して、駒ヶ岳、秋田駒ヶ岳、栗駒山の諸火山と田

沢湖、十和田湖の両カルデラ湖1を形成し、西に平行する出羽丘陵に沿って鳥海火山帯が走り、その

南端部にそびえる鳥海山は東北第２の高さを誇っています。

県北には、鷹巣、大館、花輪の諸盆地、県南には横手盆地などがあり、一方、雄物川、米代川、

子吉川などの河川に沿って肥沃な耕地を展開して、その下流に秋田、能代、本荘の各平野があり、

多くの都市が発展しています。

図 ２－１ 地図

出典：国土地理院の色別標高図を加工して表示

1 カルデラ湖：カルデラ（火山活動によって火山に生じた凹地）に水がたまった湖沼のこと。
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２.人口

５年ごとに実施される国勢調査によると、本県の人口は２０１５年（平成２７年）には約１０１

万人になっており、１９５５年（昭和３０年）のピーク時から６０年間で約３３万人減少（▲２４．

８％）しています（表 ２-１、図 ２-２）。総務省統計局の人口推計（２０１９年（令和元年）

１０月１日現在）によると、本県の人口は全国１位のペースで減少しています（表 ２-２）。

秋田県人口移動理由実態調査報告書（２０１８年（平成３０年）１０月～２０１９年（令和元年）

９月）によると、県外転出者総数１６，５３５人、県外転入者総数１２，６１８人になっており、

３，９１７人の社会減（▲０．４％）になっています。県外転出の理由は、転勤、転職・就職、就

職（学生）の順に多くなっており、仕事の関係での県外転出が目立ちます。一方、県外転入の理由

は、転勤、転職・就職、退職・同居の順に多くなっており、仕事の関係のほかに退職を機に秋田へ

帰郷する方が多くいます（図 ２-３）。

自然減については、１９９３年（平成５年）に初めて死亡数が出生数を上回る「自然減」の状態

になり、以降、自然減の状態が継続しています。２０１８年（平成３０年）人口動態統計によると、

出生数５，０４０人、死亡者数１５，４３４人になっており、１０，３９４人の自然減（▲１．１％）

になっています。

国立社会保障・人口問題研究所では、２０１５年（平成２７年）から２０４５年（令和２７年）

までの３０年間で本県の人口が約４０％減少すると推測しており、これまで以上に人口減少が早く

進むと考えられます。

表 ２-１ 年齢３区分の人口動態（年齢不詳を除く）

出典：国勢調査

単位：人

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55

15歳未満 500,982 493,749 457,929 373,157 303,286 273,808 263,277

15～64歳 764,502 804,479 816,077 832,800 847,538 849,459 861,312

65歳以上 43,504 50,630 61,574 73,878 90,552 109,172 132,075

計 1,308,988 1,348,858 1,335,580 1,279,835 1,241,376 1,232,439 1,256,664

S60 H２ H７ H12 H17 H22 H27

15歳未満 250,402 219,637 188,844 163,095 142,507 124,061 106,041

15～64歳 845,473 815,840 786,983 746,252 694,288 639,633 565,237

65歳以上 158,086 191,573 237,682 279,764 308,193 320,450 343,301

計 1,253,961 1,227,050 1,213,509 1,189,111 1,144,988 1,084,144 1,014,579
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平成26年10月 平成27年10月 平成28年10月 平成29年10月 平成30年10月
　～27年9月 　～28年9月 　～29年9月 　～30年9月 　～令和元年9月

秋田県（１位） -13.3 -13.0 -14.0 -14.7 -14.8 
青森県（２位）　 -10.9 -11.3 -11.6 -12.2 -13.1 
山形県（３位）　 -9.0 -9.6 -10.3 -10.4 -11.5 
高知県（ 〃 ）　 -9.8 -10.0 -10.1 -10.6 -11.5 
岩手県（５位）　 -7.8 -9.1 -10.4 -11.2 -11.2 
全国 -1.1 -1.3 -1.8 -2.1 -2.2 

（‰）

注）増減数を期首人口で除したもの（千人比，‰）。順位は、平成30年10月～令和元年9月までの値。　全国平均値
は、各都道府県の人口増減率を単純平均した値。

図 ２-２ 年齢３区分の人口動態グラフ

出典：国勢調査

表 ２-２ 人口増減率

出典：総務省統計局 人口推計

図 ２-３ 転出・転入区分別移動理由割合

出典：秋田県人口移動理由実態調査報告書（平成３０年１０月～令和元年９月）
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３.産業・経済

（１）総生産

本県の県内総生産（名目）は、リーマンショックの影響により２００９年度（平成２１年度）ま

では減少していましたが、以降は上昇に転じ、２０１６年度（平成２８年度）には３兆４，５１３

億円まで回復しています（図 ２-４）。

２０１６年度（平成２８年度）の県内総生産（名目）は、山梨県（約３兆４千億円）と奈良県（約

３兆７千億円）と同額程度となっており、全国第４０位です。全国の平均額は約１１兆５千億円で

あることから、県内総生産は低いといえます（内閣府経済社会総合研究所 ２０１９年（令和元年）

１１月、総務省統計局 ２０１９年（平成３１年）３月）。

県内総生産の構成比率を産業大分類で見ると、第１次産業、第２次産業、第３次産業ともに概ね

横ばいで推移しています（図 ２-５）。また、全体の約７５％は不動産業、保健衛生・社会事業、

卸売・小売業を中心とした第３次産業が占めており、現在の本県の経済成長を支えています。

図 ２-４ 県内総生産の推移

出典：平成２８年度秋田県県民経済計算
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図 ２-５ 県内総生産の構成比率

出典：平成２８年度秋田県県民経済計算

（２）製造業の用水

２０１２年度（平成２４年度）から２０１５年度（平成２７年度）の用水量には、回収水2の水量

が含まれているため、当該年度の回収水の水量を除くと、２０１２年度（平成２４年度）が２５８，

６１４ｍ３／日と最も多く、２０１５年度（平成２７年度）が２４２，６５５ｍ３／日と最も少なく

なっています。６年間の最大値を基準に最小値を比較すると、約１万６千ｍ３／日（▲６．２％）

変動していることが確認できます（表 ２-３）。

一方、上水道の水量は、２０１７年度（平成２９年度）が１６，４３５ｍ３／日と最も多く、２

０１４年度（平成２６年度）が１４，１７４ｍ３／日と最も少なくなっています。６年間の最大値

を基準に最小値を比較すると、約２千ｍ３／日（▲１４％）変動していることが確認できます。

直近の２０１７年度（平成２９年度）では上水道の水量が多くなっていますが、用水量よりも大

きな変動を示しているため、上水道事業者としては、今後の施設更新等には給水実績のほか、県内

産業の動向にも注意が必要です（図 ２-６）。

2 回収水：事業所内で一度使用した水を循環させて使用している水。
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表 ２-３ 製造業の用水別使用状況の推移（淡水）（従業員３０人以上）

注）調査内容の簡素化により、Ｈ２８から回収水の項目は廃止。

出典：経済産業省 工業統計調査

図 ２-６ 製造業の用水別使用状況の推移（淡水）（従業員３０人以上）

出典：経済産業省 工業統計調査
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H24 318,869 141,101 44.2 15,985 5.0 14,911 4.7 86,617 27.2 60,255 18.9
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H26 300,400 140,448 46.8 14,174 4.7 14,699 4.9 75,433 25.1 55,646 18.5
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４.水資源

本県（観測地点：秋田）の年間降水量は、概ね１，３００ｍｍ～２，４００ｍｍ、平均で１，７

６２ｍｍです（図 ２-７）。日本の年平均降水量が１，７１８ｍｍ（１９８６年（昭和６１年）

～２０１５年（平成２７年））であることから、日本の年平均降水量と同等です。

また、東北地方は水資源賦存量3が日本で最も多い地域であり、一人当たりの水資源賦存量でも、

北海道に次いで２番目に多い地域です（図 ２-８）。

図 ２-７ 年間降水量

出典：気象庁（観測地点：秋田）

図 ２-８ 水資源賦存量

出典：国土交通省 平成３０年版日本の水資源の現況について

3 水資源賦存量：ある地域において、河川水あるいは地下水として利用できると期待される理論上の水

量。年間降水量から蒸発散量を差し引き、その地域の面積を乗じた値で表す。

水資源賦存量は地方単位で公表されており、県単位の数値は未公表
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